
 

令和６年度 東京の林業振興に向けた専門懇談会（第２回） 

次 第 

 
日 時 ：令和６年１１月１日（金） 
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東京の林業振興に向けた
専門懇談会
（第2回）



林業専門懇談会を踏まえた施策展開の方向性➀

1

分野 発生源対策の加速化

委員からの意見

〇多摩産材の安定供給
• 林道や作業道の整備が、伐採量の
増加につながる

• 細かく点在している森林を集約し
て作業が進む仕組みを作ればより
安定供給に結びつく

〇労働力の確保
• 作業リスクに見合った労働対価が
ないと続けられない

• 真夏の下刈りなど過酷な労働環境
の改善が、将来の担い手確保につ
ながる

〇森林の機能に対する意識醸成
• ＣＯ2吸収や防災など森林の価値
を認識することが重要

施策の方向性

• 作業道の整備や民間の林業経営体
の支援等により、伐採を促進

• 森林の境界等の明確化を支援し、
集約に向けた環境を整備

• 森林整備に係る実態を踏まえ、作
業リスクを考慮した支援を推進

• 林業技術者の労働安全向上及び雇
用改善を総合的に支援

• 森林の持つ多様な役割が、付加価
値として評価されるように理解を
促進



林業専門懇談会を踏まえた施策展開の方向性②

2

分野 先進林業機械の導入拡大等による施業の省力化等

委員からの意見

〇林業機械の効果的な活用
• 大型林業機械の導入には、その運
搬や作業現場での移動を確保する
ためのインフラ整備が重要

• 山が急峻なため大型機械の導入が
進んでいないのは今後の先進機械
の導入効果がより大きいと言える

• 好立地でない現場は、小型機械で
コツコツ出す作業も必要

施策の方向性

• 森林情報等を活用した効果的な林
道の改良や高規格化を促進

• 効果的に作業道を整備し、間伐材
の搬出等を促進

• 小型も含めた先進機械導入による
生産性向上や、施業効率化を支援



林業専門懇談会を踏まえた施策展開の方向性③

3

分野 木材供給能力の強化

委員からの意見

〇市場の機能強化
• 多摩木材センターはもっと広くて
もいい。

• 市場には、ストックヤードとして
需給バランスの調整を図る役割が
ある。

〇製材業の維持
• 丸太の供給を増やすとともに製材
業界の処理量を増やしていくこと
が重要

• 製材業が縮小してきており、担い
手の維持・確保が必要

施策の方向性

• 将来的な供給増も踏まえて、多摩
産材を取り扱う流通拠点の機能を
強化する方向で検討

• 取引の促進に向けた多摩木材セン
ターの取組を後押し

• 生産性の向上や品質の確保等、多
摩産材を取り扱う製材所の課題解
決を後押し



林業専門懇談会を踏まえた施策展開の方向性④

4

分野 ＤＸによるサプライチェーンの見える化

委員からの意見

〇サプライチェーンの構築
• より多くの木を伐りだしてくるこ
とが何より重要

• 需要から供給側の山元へアクショ
ンを起こすというデマンドチェー
ンの見方も重要

〇サプライチェーンのデジタル化
• ＤＸを活用し、数年間の需要量を
供給側で共有するなど情報の流通
が重要

施策の方向性

• 作業道の整備や民間の林業経営体
の支援等により、伐採を促進〔再
掲〕

• 利用者が求める多摩産材の出材情
報などを、供給者と共有する場
（プラットフォーム）を整備

• 将来的には、供給と需要のマッチ
ングや、伐採から原木市場、製材
からエンドユーザーまでを一連の
流通情報の共有を目指す



林業専門懇談会を踏まえた施策展開の方向性⑤

5

分野 多様な主体による森林整備支援の促進

委員からの意見

〇新たな担い手発掘
• 森林への愛着を育てるには教育
が必要

• 林業という職業の選択肢がある
ことをＰＲすることが重要

• 森林に関わりたい人が、現場で
活躍できる仕組みが重要

〇森林空間の活用
• 企業研修など、森林空間を活用
したニーズは高い

• 森から木が出て製材までのサプ
ライチェーンを一連で体験する
ことで、意識が変わる

施策の方向性

• 幼児から大学生まで切れ目なく木
育活動を推進

• 林業の役割や重要性について普及
啓発するとともに関係人口を拡大

• 森林整備に貢献したい企業等の資
金を活用した取組を促進

• 森林をショーケース等として活用
する取組を展開

• 林業の現場を案内し、その魅力を
伝える自治体等を支援


